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小学校における感染性胃腸炎の集団発生について 
 

 

 

 平成２７年５月２２日（金）、富士・東部保健所管内の小学校において胃腸炎症状を有する者の

複数発生の連絡を受け、調査・指導を行いました。その概要は次のとおりです。 

 

【調査状況】 

○施設の種別    小学校 

 

○発症者の状況   児童     18名  

                

※主な症状：嘔吐、下痢 

 

○発症状況 

  

（発症者は全員快方に向かっております) 

 

○調査・指導結果 

発症児童11名の検便を実施したところ、9名からノロウイルスが検出された。 

富士・東部保健所では、検便結果及び発生状況から、食中毒ではなく施設内でのノロウ

イルスによる集団感染と判断し、２次感染予防の指導を実施した。 

 

【指導内容】 

手洗いの徹底、施設内の消毒、児童・職員の健康管理等の感染拡大防止指導 
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なお、この情報提供は県民への感染性胃腸炎の予防に関する啓発のために行うものです。 

 


